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学 位 論 文 内 容 の 要 冒
靭帯組織における CCN2/CTGFの発現や機能に関しては明らかにされてい
なかったが､本研究よりヒト膝前十字靭帯の骨軟骨接合部である
interface領域にCCN2/CTGFが発現していることが明らかとなった｡また､
interface細胞に周期的伸張負荷を加えることによりCOLIAl遺伝子発現
の増加と平行して CCN2/CTGF遺伝子発現の増加が認められた｡さらに､
recombinantCCN2/CTGF を interface細胞 に添加することによ り
ccN2/CTGF遺伝子発現の増加と細胞増殖促進作用が認められた｡以上より､
ccN2/CTGFは前十字靭帯のinterface細胞においてメカニカルストレスに
応答して産生され､細胞の供給を通じ膝関節の恒常性維持に関与してい
る可能性が示唆された｡
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本研究は､靭帯組織における CCN2/CTGFの発現や機能に関しては明らかにされてい
なかったが､本研究よりヒト膝前十字靭帯の骨軟骨接合部である interface領域に
ccN2/CTGFが発現していることが明らかとなった.また､interface細胞に周期的伸張
負荷を加えることによりCOLIAl遺伝子発現の増加と平行してCCN2/CTGF遺伝子発現
の増加が静められた｡さらに､recombinantCCN2/CTGFをinterface細胞に添加するこ
とによりCCN2/CTGF遺伝子発現の増加と細胞増殖促進作用が罷められた.以上より､
ccN2/CTGFは前十字靭帯のinterface細胞においてメカニカルス トレスに応答して産生
され､細胞の供給を通じ膝関節の恒常性維持に関与している可能性を示した価値ある業練
であると詠める｡
よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡
